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入
り
幸
若
舞
曲
「
八
島
（
下
）」・「
敦
盛
（
下
）」（
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
）

知　

念　
　
　

理

は
じ
め
に

室
町
時
代
に
流
行
し
た
語
り
物
芸
能
で
あ
る
幸
若
舞
の
正
本
（
テ
キ
ス
ト
）

は
台
本
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
読
み
物
と
し
て
も
広
く
親
し
ま
れ
た
。
そ
の
題

材
は
武
家
の
盛
衰
を
語
る
軍
記
や
英
雄
人
物
の
一
代
記
な
ど
が
多
い
。
御
伽
草

子
と
と
も
に
絵
巻
に
も
仕
立
て
ら
れ
、
桃
山
～
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
い
わ
ゆ

る
奈
良
絵
本
（
絵
入
り
冊
子
本
）
が
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た
。
慶
長
～
寛
永
年
間

頃
に
絵
入
り
古
活
字
版
、
続
い
て
三
十
六
番
に
よ
る
整
版
本
（『
舞
の
本
』）
が

刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
も
人
気
の
曲
が
新
刻
さ
れ
る
な
ど
相
当
な
需
要
が
あ
っ
た
。

当
館
に
は
江
戸
初
期
制
作
と
み
ら
れ
る
絵
入
り
本
「
八
島
」、「
敦
盛
」（
い

ず
れ
も
下
の
み
、
細
見
良
氏
寄
贈
）
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
令
和
二
年
度
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
ラ
ブ
リ
ー
！
ジ
ャ
パ
ン
」（
七
月
一
日
～
八
月
十
六
日
）
で

初
公
開
し
た
。
絵
入
り
幸
若
舞
曲
の
系
譜
を
考
え
る
う
え
で
貴
重
な
作
例
と
認

め
ら
れ
、
本
誌
上
で
改
め
て
そ
の
概
略
に
つ
い
て
紹
介
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

一
　「
八
島
（
下
）」

当
館
所
蔵
の
「
八
島
（
下
）」（
以
下
大
美
本
と
い
う
）
は
、
袋
綴
の
横
本
一

冊
で
、
表
紙
（
縦
一
七
．三
×
横
二
四
．四
㎝
）
は
紺
紙
、
朱
紙
題
簽
に
「
屋
し

満　

下
」
の
外
題
が
墨
書
さ
れ
る
が
内
題
は
な
い
【
図
1
】。
料
紙
は
二
十
七

丁
で
、
半
丁
に
概
ね
十
二
行
書
写
さ
れ
、
挿
絵
前
後
に
は
散
書
き
を
ま
ぜ
て
い

る
。
挿
絵
は
見
開
き
二
図
、
半
丁
五
図
で
計
七
図
を
含
む
。
当
初
と
み
ら
れ
る

表
紙
に
は
経
年
劣
化
に
よ
る
折
皺
が
多
数
発
生
し
、
詞
書
料
紙
も
手
ず
れ
に
よ

る
変
色
や
汚
れ
の
付
着
が
目
立
つ
が
、
挿
絵
各
画
面
は
顔
料
の
剥
落
や
焼
け
も

少
な
く
良
好
な
状
態
を
保
っ
て
い
る
。
第
一
丁
表
に
「
如
雲
烟
」（
白
文
長
方

印
）、「
立
斎
」（
朱
文
長
方
印
）、
第
二
十
七
丁
裏
に
「
鳥
羽
田
氏
蔵
書
之
印
」

（
朱
文
方
印
）、「
如
蘭
」（
白
文
長
方
印
）
の
鑑
蔵
印
【
図
2
】・【
図
3
】
が
計

四
顆
お
さ
れ
る
が
、
各
印
の
使
用
者
に
つ
い
て
は
未
考
で
あ
る
。

大
美
本
に
含
ま
れ
る
挿
絵
計
七
場
面
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
通
り
で
あ
る（

（
（

。

【
図
4
】
能
登
殿
と
義
経
が
八
島
の
磯
で
名
字
名
乗
を
交
わ
し
て
対
峙
す
る

【
図
5
】
弁
慶
が
尼
公
と
嫁
た
ち
に
八
島
で
の
佐
藤
兄
弟
の
戦
い
ぶ
り
を
語
る

【
図
6
】�

能
登
殿
の
矢
に
射
ら
れ
て
兄
の
次
信
が
落
馬
し
、
そ
の
首
を
取
り
に

飛
び
出
す
能
登
殿
の
舎
弟
・
菊
王
丸
を
弟
の
忠
信
が
矢
で
射
る

【
図
7
】
長
刀
を
か
つ
い
だ
弁
慶
が
平
家
方
に
攻
撃
を
仕
掛
け
押
し
返
す

【
図
8
】
義
経
、
弁
慶
、
忠
信
ら
に
囲
ま
れ
て
次
信
が
最
後
の
時
を
迎
え
る

─ 26 ─



【
図
9
】
弁
慶
が
兄
弟
の
死
を
語
り
終
え
、
尼
公
ら
に
形
見
の
品
を
手
渡
す

【
図
10
】
平
泉
へ
迎
え
ら
れ
た
義
経
は
新
造
の
館
で
手
厚
く
も
て
な
さ
れ
る

幸
若
舞
曲
「
八
島
」
の
主
要
な
絵
入
り
写
本
と
し
て
は
、
大
美
本
も
含
め
て

次
の
（
1
）
～
（
10
）
の
諸
本
が
あ
げ
ら
れ
る（

（
（

。

（
1
）
大
和
文
華
館
蔵	

絵
巻
（
大
本
改
装
）	

二
巻

（
2
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵

　
　
　
（
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）	

絵
巻	

二
巻

（
3
）
大
阪
市
立
美
術
館
蔵	

絵
本
横
本
（
下
の
み
）	

一
冊

（
4
）
個
人
蔵	

色
紙
（
大
本
改
装
）	

十
六
枚

（
5
）
広
島
・
某
寺
蔵	
絵
本
大
本	

二
冊

（
6
）
屋
島
寺
蔵	
絵
巻
（
大
本
改
装
）	

一
巻

（
7
）
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵	

絵
本
大
本	

二
冊

（
8
）
国
立
国
会
図
書
館
蔵	

絵
巻
（
大
本
改
装
）	

四
巻

（
9
）
広
島
大
学
図
書
館
蔵	

絵
本
大
本
（
下
の
み
）	

一
冊

（
10
）
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ボ
ド
リ
ア
ン
図
書
館

　
　

付
属
日
本
研
究
図
書
館
蔵	

絵
巻	
二
巻

諸
本
は
挿
絵
の
性
格
か
ら
大
き
く
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
室
町

時
代
以
来
の
「
八
島
」
祖
本
の
挿
絵
を
踏
襲
す
る
系
統
で
あ
る
（
1
）
大
和
文

華
館
本
、（
2
）
ス
ペ
ン
サ
ー
本
、（
3
）
大
美
本
と
、
古
活
字
版
、
な
い
し
は

寛
永
整
版
の
影
響
下
に
あ
る
挿
絵
を
有
す
る
他
の
諸
本
の
系
統
で
、
後
者
は
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
多
様
で
あ
る
。

（
4
）
個
人
本
に
つ
い
て
は
、
泉
万
里
氏
に
よ
る
詳
し
い
紹
介
が
あ
る（

（
（

。
古

活
字
版
の
挿
絵
と
密
接
な
関
係
を
指
摘
し
、
画
風
的
に
狩
野
光
信
に
ご
く
近
く
、

慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
を
下
ら
な
い
時
期
の
制
作
と
位
置
付
け
る
。
ま
た

（
1
）
大
和
文
華
館
本
、（
2
）
ス
ペ
ン
サ
ー
本
、（
6
）
屋
島
寺
本
と
の
比
較

も
交
え
、
中
世
後
期
の
物
語
絵
画
の
享
受
者
層
拡
大
と
い
う
視
点
か
ら
幸
若
舞

曲
「
八
島
」
の
絵
画
化
を
読
み
解
く
。
ま
た
、
宮
崎
も
も
氏
は
（
1
）
大
和
文

華
館
本
の
挿
絵
の
特
色
と
し
て
、
分
割
、
羅
列
的
な
構
成
と
、
屋
台
建
築
、
松

樹
な
ど
の
稚
拙
味
あ
る
形
状
を
あ
げ
、
こ
れ
ら
が
広
く
十
六
世
紀
の
絵
巻
、
絵

本
の
新
趣
向
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
、（
1
）
大
和
文
華
館
本
が
絵
入
り
版
本
の

直
接
的
影
響
を
受
け
て
い
な
い
古
様
な
系
統
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
確
認

し
た（

（
（

。
泉
氏
、
宮
崎
氏
が
作
成
さ
れ
た
図
様
対
照
表
を
総
合
的
に
整
理
し
、（
3
）

大
美
本
と
諸
本
の
対
応
関
係
を
示
し
た
の
が
別
掲
〈
表
2
〉
で
あ
る
。
各
挿
絵

場
面
に
便
宜
的
に
№
A
～
N
を
付
し
た
。
挿
絵
の
場
面
内
容
は
宮
崎
氏
の
表

記
を
で
き
る
だ
け
踏
襲
し
た
。

（
3
）
大
美
本
の
挿
絵
は
、
ま
ず
そ
の
横
本
と
い
う
画
面
体
裁
か
ら
も
古
活

字
版
や
寛
永
整
版
の
挿
絵
に
直
接
依
拠
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
に
く

い
。
そ
し
て
そ
の
第
一
図
で
あ
る
挿
絵
場
面
A
「
能
登
殿
と
義
経
、
名
字
名

乗
を
交
わ
す
」
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
珍
し
い
場
面
で
あ
る
【
図

4
】（

（
（

。
こ
の
あ
と
詞
章
は
、
佐
藤
兄
弟
の
屋
島
浦
で
の
奮
闘
を
弁
慶
が
尼
公
ら

に
語
っ
て
聞
か
せ
る
物
語
の
山
場
（
挿
絵
場
面
B
～
E
）
へ
差
し
掛
か
る
が
、

こ
の
四
場
面
に
関
す
る
挿
絵
の
性
格
が
諸
本
の
系
統
を
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る
大

き
な
目
安
と
な
る
。

先
述
の
よ
う
に
（
1
）
大
和
文
華
館
本
、（
2
）
ス
ペ
ン
サ
ー
本
、（
3
）
大

美
本
が
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
な
す
。
い
ず
れ
も
挿
絵
場
面
B
「
次
信
、
能
登

殿
の
矢
に
射
ら
れ
て
落
馬
」
と
同
D
「
船
よ
り
出
た
菊
王
丸
を
忠
信
が
射
る
」

を
異
時
同
図
す
る
の
が
特
色
で
あ
る
【
図
6
】（
カ
ラ
ー
口
絵
2
）（

（
（

。
し
か
も
詞

章
に
忠
実
に
、
次
信
が
「
馬
手
」（
右
手
：
画
で
は
馬
の
向
こ
う
）
に
落
馬
す

る
（
次
信
の
姿
が
一
部
隠
れ
る
）
図
様
で
は
な
く
、「
弓
手
」（
左
手
：
画
面
で
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は
馬
の
手
前
）
に
落
馬
す
る
（
次
信
の
姿
が
よ
く
見
え
る
）
図
様
と
な
っ
て
い

る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

こ
の
三
本
以
外
で
は
異
時
同
図
は
み
ら
れ
ず
、
同
B
「
次
信
、
能
登
殿
の

矢
に
射
ら
れ
て
落
馬
」
が
、
詞
章
ど
お
り
「
馬
手
」
へ
落
馬
す
る
図
様
を
と
っ

て
単
独
で
場
面
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
同
D
「
船
よ
り
出
た
菊
王
丸
を
忠

信
が
射
る
」
の
割
愛
が
進
み
、
同
E
「
能
登
殿
、
菊
王
丸
を
船
に
投
げ
入
れ

る
」
が
新
た
に
場
面
化
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
場
面
構
成
の
転
換
は
、
後
述
の
よ

う
に
お
そ
ら
く
古
活
字
版
刊
行
が
契
機
と
推
測
さ
れ
る
。

あ
る
い
は
、
挿
絵
場
面
J
「
義
経
ら
に
見
守
ら
れ
つ
つ
、
次
信
亡
く
な
る
」

で
も
、（
1
）
大
和
文
華
館
本
、（
2
）
ス
ペ
ン
サ
ー
本
、（
3
）
大
美
本
は
、

義
経
が
次
信
の
頭
を
膝
に
の
せ
て
寄
り
添
う
と
い
う
、
詞
章
に
沿
っ
た
図
様
で

は
な
く
、
具
足
を
着
し
た
ま
ま
戸
板
に
寝
か
さ
れ
た
次
信
を
義
経
、
弁
慶
ら
が

囲
む
図
様
を
と
る
（
屋
内
外
の
違
い
は
あ
り
）【
図
8
】。
ま
た
同
L
「
弁
慶
、

悲
し
む
尼
公
に
形
見
を
渡
す
」
に
つ
い
て
も
や
は
り
こ
の
三
本
で
は
、
弁
慶
か

ら
の
形
見
渡
し
で
は
な
く
、
一
同
が
悲
嘆
す
る
図
様
を
共
通
し
て
示
す
【
図

9
】。
物
語
末
尾
の
同
N
「
平
泉
の
邸
に
お
け
る
義
経
・
弁
慶
た
ち
」
の
挿
絵

場
面
【
図
10
】
が
あ
る
こ
と
を
確
実
視
で
き
る
の
も
こ
の
三
本
に
限
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
概
ね
（
3
）
大
美
本
の
挿
絵
は
古
様
な
「
八
島
」
の
系
統

を
引
く
（
1
）
大
和
文
華
館
本
、（
2
）
ス
ペ
ン
サ
ー
本
に
近
い
性
格
を
有

し
、
古
活
字
版
お
よ
び
寛
永
整
版
か
ら
直
接
的
な
影
響
が
及
ん
で
い
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。
と
同
時
に
（
3
）
大
美
本
の
挿
絵
に
は
、（
1
）
大
和
文
華
館
本
、

（
2
）
ス
ペ
ン
サ
ー
本
に
は
み
ら
れ
な
い
、
過
渡
期
作
例
と
し
て
の
変
異
的
特

徴
も
い
く
つ
か
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

註
6
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
挿
絵
場
面
B
「
次
信
、
能
登
殿
の
矢
に
射
ら
れ

て
落
馬
」
と
同
D
「
船
よ
り
出
た
菊
王
丸
を
忠
信
が
射
る
」
を
異
時
同
図
す

る
挿
絵
は
、（
1
）
大
和
文
華
館
本
、（
2
）
ス
ペ
ン
サ
ー
本
で
は
義
経
が
名
字

名
乗
す
る
詞
章
を
挟
ん
だ
位
置
に
あ
り
、
詞
と
絵
の
対
応
関
係
と
し
て
は
絵
が

先
行
し
す
ぎ
（
前
寄
り
）
の
き
ら
い
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、（
3
）
大
美

本
で
は
同
A
「
能
登
殿
と
義
経
、
名
字
名
乗
を
交
わ
す
」【
図
4
】、
さ
ら
に

同
C
「
話
を
聞
い
て
涙
に
く
れ
る
尼
公
と
嫁
た
ち
」【
図
5
】
を
新
た
に
場
面

化
し
、
弟
の
忠
信
に
能
登
殿
の
舎
弟
・
菊
王
丸
が
射
ら
れ
、
倒
れ
伏
す
ま
で
を

語
る
段
に
詞
章
が
達
し
た
後
に
、
よ
う
や
く
異
時
同
図
の
第
三
図
【
図
6
】
を

挿
入
す
る
。
佐
藤
兄
弟
の
奮
戦
に
も
ま
し
て
義
経
一
行
の
動
向
を
フ
ォ
ー
カ
ス

す
る
挿
絵
構
成
の
志
向
が
う
か
が
え
る
。

（
3
）
大
美
本
の
挿
絵
場
面
C
「
話
を
聞
い
て
涙
に
く
れ
る
尼
公
と
嫁
た

ち
」【
図
5
】
を
唯
一
、
共
有
す
る
の
が
古
活
字
版
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に

異
時
同
図
の
挿
絵
を
第
三
図
へ
後
退
さ
せ
た
（
3
）
大
美
本
で
は
、
詞
章
と
挿

絵
場
面
の
時
間
的
な
混
線
が
気
に
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
古
活
字
版
は
同

B
「
次
信
、
能
登
殿
の
矢
に
射
ら
れ
て
落
馬
」
の
単
独
場
面
化
と
、
同
D
「
船

よ
り
出
た
菊
王
丸
を
忠
信
が
射
る
」
の
割
愛
に
よ
り
そ
の
混
線
を
す
っ
き
り
解

消
さ
せ
た
と
読
め
る
だ
ろ
う
。
寛
永
製
版
で
は
さ
ら
に
挿
絵
場
面
の
整
理
が
進

み
、
同
C
「
話
を
聞
い
て
涙
に
く
れ
る
尼
公
と
嫁
た
ち
」
は
割
愛
さ
れ
て
し

ま
う
。

ま
た
（
3
）
大
美
本
に
は
、（
1
）
大
和
文
華
館
本
、（
2
）
ス
ペ
ン
サ
ー
本

に
は
な
か
っ
た
、
挿
絵
場
面
F
「
弁
慶
が
平
家
方
へ
押
し
出
し
奮
闘
す
る
」

【
図
7
】
が
入
っ
て
い
る
。（
5
）
広
島
・
某
寺
本
、（
6
）
屋
島
寺
本
と
、
後

発
の
（
10
）
ボ
ド
リ
ア
ン
本
に
み
ら
れ
る
が
古
活
字
版
に
は
な
く
、
普
及
範
囲
、

年
代
が
限
ら
れ
る
場
面
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
大
美
本
の
表
現
的
特
徴
を
み
て
お
き
た
い
。

水
面
は
群
青
を
た
っ
ぷ
り
と
塗
り
、
諸
所
に
淡
褐
色
を
薄
く
は
い
て
ハ
イ
ラ
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イ
ト
を
与
え
る
。
水
波
は
胡
粉
の
線
描
で
ニ
ュ
ア
ン
ス
豊
か
に
あ
ら
わ
さ
れ
、

誇
張
さ
れ
た
波
頭
で
水
面
に
動
勢
を
与
え
る
。
甲
冑
は
各
部
を
構
成
す
る
素
材

を
か
た
ど
る
輪
郭
線
、
色
の
塗
り
分
け
も
丁
寧
に
な
さ
れ
、
人
物
像
の
身
体
性

を
十
分
に
確
保
し
て
い
る
。
面
貌
は
一
般
兵
士
で
は
引
目
鉤
鼻
の
没
個
性
的
な

タ
イ
プ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
主
役
級
の
武
将
で
は
髭
や
髪
の
生
え
際
が
丁

寧
に
描
か
れ
、
目
尻
を
つ
り
上
げ
て
引
き
締
ま
っ
た
表
情
を
つ
く
る
【
図
11
】。

寛
永
期
の
風
俗
画
に
み
る
実
人
的
な
生
々
し
さ
は
ま
だ
感
じ
ら
れ
な
い
。
弁
慶

の
み
、
ぎ
ょ
ろ
っ
と
し
た
黒
眼
が
入
り
、
薄
黒
い
肌
を
も
つ
異
形
に
あ
ら
わ
さ

れ
る
【
図
12
】。

ま
た
、
画
面
の
上
下
に
は
し
る
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
水
色
の
す
や
り
霞
は
上

下
端
に
淡
褐
色
を
薄
く
は
い
て
陰
影
を
つ
け
、
二
～
三
重
の
白
線
で
外
郭
を
く

く
る
。
霞
、
雲
形
は
金
銀
箔
を
左
右
に
切
り
分
け
て
置
き
並
べ
る
素
朴
味
あ
る

加
飾
が
特
徴
的
で
あ
る
。
著
し
く
記
号
化
し
た
松
樹
、
緑
青
と
淡
褐
色
を
帯
状

に
交
互
に
重
ね
て
表
さ
れ
る
岩
山
な
ど
と
と
も
に
、
次
節
で
述
べ
る
「
敦
盛
」

の
（
2
）
須
磨
寺
本
に
こ
れ
ら
と
ご
く
近
似
し
た
表
現
感
覚
が
み
ら
れ
る
点
は

注
意
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
絵
画
的
な
表
現
へ
の
印
象
と
、
先
述
の
挿
絵
構
成
の
分
析
を
総
合
的

に
考
え
る
な
ら
ば
、
大
美
本
の
制
作
は
少
な
く
と
も
寛
永
整
版
刊
行
に
前
後
す

る
江
戸
初
期
（
元
和
年
間
頃
）
と
推
察
さ
れ
る
。
挿
絵
場
面
C
「
話
を
聞
い

て
涙
に
く
れ
る
尼
公
と
嫁
た
ち
」【
図
5
】、
同
N
「
平
泉
の
邸
に
お
け
る
義

経
・
弁
慶
た
ち
」【
図
10
】
に
描
か
れ
た
金
銀
地
の
朝
顔
図
屏
風
・
襖
や
、
次

節
で
述
べ
る
「
敦
盛
」
の
挿
絵
場
面
Q
「
法
然
に
つ
い
て
出
家
す
る
直
実
」

に
描
か
れ
た
総
金
地
の
萩
図
壁
貼
付
【
図
17
】
は
、
奈
良
絵
本
独
特
の
簡
略
化

か
ら
た
ま
た
ま
生
じ
た
趣
き
と
い
う
よ
り
も
、
桃
山
～
江
戸
初
期
に
流
行
し
た

単
一
モ
チ
ー
フ
に
よ
る
大
画
面
作
品
へ
の
認
識
を
共
有
す
る
絵
師
の
画
作
と
み

な
さ
れ
る（

（
（

。

二
　「
敦
盛
（
下
）」

当
館
所
蔵
の
「
敦
盛
（
下
）」（
以
下
大
美
本
と
い
う
）
は
、
袋
綴
の
横
本
一

冊
下
で
、
表
紙
（
縦
十
七
．三
×
横
二
四
．四
㎝
）
は
紺
紙
、
題
簽
を
欠
失
し
て

お
り
内
題
は
な
い
。
料
紙
は
二
十
二
丁
で
、
半
丁
に
概
ね
十
二
行
書
写
さ
れ
、

挿
絵
前
後
に
散
書
き
を
ま
ぜ
て
い
る
。
挿
絵
は
半
丁
の
み
七
図
で
見
開
き
は
な

い
。
表
紙
に
は
経
年
劣
化
に
よ
る
折
皺
が
多
数
発
生
し
、
詞
書
料
紙
も
手
ず
れ

に
よ
る
変
色
や
汚
れ
の
付
着
が
目
立
つ
が
、
挿
絵
各
画
面
は
顔
料
の
剥
落
や
焼

け
も
少
な
く
良
好
な
状
態
を
保
っ
て
い
る
。
前
節
の
「
八
島
」
同
様
に
、
第
一

丁
表
に
「
如
雲
烟
」（
白
文
長
方
印
）、「
立
斎
」（
朱
文
長
方
印
）、
第
二
十
二

丁
裏
に
「
鳥
羽
田
氏
蔵
書
之
印
」（
朱
文
方
印
）、「
如
蘭
」（
白
文
長
方
印
）
の

鑑
蔵
印
が
計
四
顆
お
さ
れ
る
。

大
美
本
に
含
ま
れ
る
挿
絵
計
七
場
面
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
通
り
で
あ
る（

（
（

。

【
図
13
】
敦
盛
の
遺
骸
を
届
け
に
き
た
熊
谷
直
実
の
使
い
に
平
家
が
応
じ
る

【
図
14
】
直
実
の
使
い
の
船
上
で
敦
盛
の
遺
骸
を
確
か
め
嘆
き
悲
し
む
平
家

【
図
15
】
遺
骸
を
囲
み
嘆
き
悲
し
む
平
家
の
船
上
で
直
実
の
書
状
が
読
ま
れ
る

【
図
16
】
直
実
は
都
に
上
り
、
獄
門
に
晒
さ
れ
た
敦
盛
の
首
を
盗
み
持
ち
去
る

【
図
17
】
直
実
は
黒
谷
の
法
然
上
人
の
も
と
で
出
家
し
、
蓮
生
房
と
名
乗
る

【
図
18
】
敦
盛
の
菩
提
を
弔
う
た
め
、
直
実
は
都
を
出
て
高
野
山
へ
向
か
う

【
図
19
】
直
実
は
高
野
山
の
蓮
華
谷
に
庵
室
を
結
ん
で
念
仏
修
行
す
る

幸
若
舞
曲
「
敦
盛
」
の
主
要
な
絵
入
り
写
本
と
し
て
は
、
大
美
本
を
含
め
次

の
（
1
）
～
（
7
）
の
諸
本
が
あ
げ
ら
れ
る（

（
（

。

（
1
）
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵	

絵
本
横
本	

二
冊

（
2
）
須
磨
寺
蔵	

絵
巻
（
横
本
改
装
）	

二
巻
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（
3
）
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
蔵	

絵
本
横
本
（
上
の
み
）	

一
冊

（
4
）
大
阪
市
立
美
術
館
蔵	

絵
本
横
本
（
下
の
み
）	

一
冊

（
5
）
聖
徳
大
学
川
並
記
念
図
書
館
蔵	

絵
巻	

二
巻

（
6
）
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵	

絵
本
大
本
（
下
の
み
）	

一
冊

（
7
）
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
蔵	

絵
本
大
本	

二
冊

（
2
）
須
磨
寺
本
に
つ
い
て
は
、
問
屋
真
一
氏
に
よ
る
詳
し
い
紹
介
が
あ
る（

（1
（

。

問
屋
氏
は
、
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
本
を
除
く
右
の
絵
入
り
の
「
敦
盛
」
諸
本
を
詳

細
に
比
較
検
討
し
、
幸
若
流
の
詞
章
を
も
つ
（
1
）
歴
彩
館
本
、（
2
）
須
磨

寺
本
と
、
大
頭
流
の
詞
章
を
も
つ
（
3
）
内
藤
く
す
り
博
本
の
挿
絵
に
は
寛
永

整
版
か
ら
の
影
響
が
認
め
ら
れ
ず
、
こ
れ
ら
が
室
町
時
代
以
来
の
「
敦
盛
」
祖

本
の
絵
を
踏
襲
す
る
系
統
（
＝
非
寛
永
整
版
系
）
と
位
置
付
け
ら
れ
る
と
し
て
、

諸
版
本
を
含
む
絵
入
り
本
「
敦
盛
」
の
系
譜
を
俯
瞰
し
て
い
る
。

挿
絵
場
面
の
異
同
を
ま
と
め
た
問
屋
氏
に
よ
る
一
覧
に
も
と
づ
き
、（
4
）

大
美
本
と
諸
本
の
「
敦
盛
（
下
）」
の
対
応
関
係
を
示
し
た
の
が
別
掲
〈
表

3
〉
で
あ
る
。
行
論
の
関
係
上
、（
上
）
に
含
ま
れ
る
挿
絵
場
面
も
付
加
し
た

作
例
が
あ
る
。
ま
た
挿
絵
場
面
の
内
容
は
問
屋
氏
の
表
記
を
で
き
る
だ
け
踏
襲

し
た
。

（
4
）
大
美
本
の
挿
絵
は
、
や
は
り
そ
の
横
本
と
い
う
画
面
体
裁
か
ら
も
寛

永
整
版
の
挿
絵
そ
の
も
の
に
直
接
依
拠
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
に
く

い
だ
ろ
う
。
挿
絵
場
面
Q
「
法
然
に
つ
い
て
出
家
す
る
直
実
」【
図
17
】、
同

T
「
高
野
山
に
向
か
う
直
実
」【
図
18
】
を
み
る
と
、
寛
永
整
版
の
そ
れ
ぞ
れ

第
一
〇
図
、
第
十
一
図
と
の
相
関
性
は
希
薄
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
Q

「
法
然
に
つ
い
て
出
家
す
る
直
実
」
で
は
、
高
い
俯
瞰
視
点
か
ら
堂
舎
の
屋
根

ま
で
描
き
、
壇
上
に
は
袈
裟
を
着
し
て
岩
座
に
立
つ
金
身
の
僧
形
像
（
地
蔵
菩

薩
か
）
を
描
く
（
4
）
大
美
本
に
対
し
、
寛
永
整
版
で
は
如
来
坐
像
が
ま
つ
ら

れ
た
堂
舎
の
内
部
を
低
い
俯
瞰
視
点
か
ら
ズ
ー
ム
す
る
図
と
な
っ
て
お
り
、
両

者
の
相
違
は
歴
然
と
し
て
い
る
。（
4
）
大
美
本
の
同
v
「
庵
を
結
ぶ
直
実
」

【
図
19
】
も
、
寛
永
整
版
で
は
同
W
「
往
生
を
遂
げ
る
直
実
」（
第
十
二
図
）

と
し
て
場
面
化
さ
れ
懸
隔
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
（
4
）
大
美
本
で
は
第
一
図
に
、
敦
盛
の
遺
骸
を
届
け
に
き
た
直
実

の
使
い
の
舟
に
平
家
方
が
応
じ
る
挿
絵
場
面
★
「
敦
盛
の
遺
骸
が
届
く
」【
図

13
】
を
入
れ
る
が
、
寛
永
整
版
は
こ
の
場
面
を
含
ま
な
い（

（1
（

。

こ
の
挿
絵
の
前
後
の
流
れ
を
非
寛
永
整
版
系
で
見
て
み
る
と
、（
1
）
歴
彩

館
本
で
は
挿
絵
場
面
K
「
敦
盛
の
首
実
検
」（
上
・
第
六
図
）
か
ら
同
O
「
直

実
の
書
状
に
感
涙
す
る
平
氏
」（
下
・
第
一
図
）
ま
で
の
間
は
詞
章
だ
け
が
相

当
の
分
量
に
わ
た
っ
て
続
く
。
そ
し
て
（
2
）
須
磨
寺
本
で
は
、
こ
の
長
い
詞

章
の
間
に
、
同
M
「
屋
島
に
上
陸
す
る
平
氏
」（
下
・
第
一
図
、
本
来
見
開
き

の
挿
絵
で
右
丁
欠
か
？
）
が
挿
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
絵
入
り
本
と
し
て
ビ

ジ
ュ
ア
ル
性
を
向
上
さ
せ
る
目
的
で
新
た
な
場
面
化
が
志
向
さ
れ
た
も
の
と
み

ら
れ
、（
4
）
大
美
本
で
は
同
★
「
敦
盛
の
遺
骸
が
届
く
」（
第
一
図
）
が
そ
の

機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

こ
の
一
方
で
、（
4
）
大
美
本
の
他
の
挿
絵
に
目
を
転
じ
る
と
、
挿
絵
場
面

R
「
清
水
寺
で
敦
盛
を
回
向
す
る
直
実
」
と
同
S
「
天
王
寺
で
敦
盛
を
回
向

す
る
直
実
」
が
な
く
、
同
P
「
敦
盛
の
首
を
盗
む
直
実
」【
図
16
】
が
入
る
と

い
う
構
成
に
は
、
む
し
ろ
寛
永
整
版
系
よ
り
の
性
格
も
う
か
が
え
る
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
同
P「
敦
盛
の
首
を
盗
む
直
実
」【
図
16
】
や
、
同
N「
敦

盛
の
遺
骸
に
涙
ぐ
む
平
氏
」【
図
14
】、
同
O
「
直
実
の
書
状
に
感
涙
す
る
平

氏
」【
図
15
】
を
み
る
と
、
モ
チ
ー
フ
構
成
の
密
度
や
細
部
の
図
様
は
異
な
る

が
、
寛
永
製
版
の
挿
絵
（
第
七
・
八
・
九
図
）
と
全
く
無
関
係
と
は
考
え
ら
れ

な
い
感
覚
の
情
景
化
が
み
ら
れ
注
意
さ
れ
る
。
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（
4
）
大
美
本
「
敦
盛
（
下
）」
の
挿
絵
の
絵
画
的
な
表
現
は
前
節
で
述
べ

た
「
八
島
（
下
）」
に
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
両
冊
は
さ
ら
に
曲
数
が
揃
っ
た

同
一
セ
ッ
ト
の
「
舞
の
本
」
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。
室
町
時
代
の
絵
巻
作
例

か
ら
続
く
横
本
絵
入
り
写
本
の
終
末
期
に
位
置
す
る
こ
う
し
た
レ
ベ
ル
の
作
例

が
、
や
が
て
成
立
す
る
寛
永
整
版
「
敦
盛
」
の
挿
絵
形
成
に
一
定
の
影
響
を
及

ぼ
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る（

（1
（

。

お
わ
り
に

以
上
、
当
館
所
蔵
の
絵
入
り
幸
若
舞
曲
「
八
島
（
下
）」、「
敦
盛
（
下
）」
の

紹
介
を
試
み
た
。
両
冊
の
挿
絵
の
分
析
、
表
現
か
ら
は
お
よ
そ
元
和
年
間
頃
の

制
作
と
推
察
さ
れ
、
版
本
刊
行
前
後
に
お
け
る
絵
入
り
幸
若
舞
曲
の
系
譜
、
展

開
を
考
え
る
う
え
で
貴
重
な
作
例
と
認
め
ら
れ
る
。

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
大
美
本
以
外
で
実
見
で
き
た
作
例
は
、「
八
島
」

は
（
1
）
大
和
文
華
館
本
（「
忠
信
次
信
物
語
絵
巻
（
八
島
絵
巻
）」）
と
、

（
7
）
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
本
（「
舞
の
本
絵
本
」
の
う
ち
）、
そ
し
て
「
敦

盛
」
は
（
6
）
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
本
の
み
で
あ
る
。
ご
高
配
を
い
た
だ
い

た
各
御
所
蔵
に
深
謝
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
古
活
字
版
「
八
島
」

（
龍
門
文
庫
蔵
）
ほ
か
、
諸
本
の
内
容
理
解
に
つ
い
て
は
、
註
に
あ
げ
た
先
学

諸
氏
の
記
述
、
指
摘
に
お
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
稿
者
の
理
解
不
足
に
起
因
す

る
誤
認
に
つ
い
て
大
方
よ
り
の
ご
叱
正
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
大
美
本
「
八
島
（
下
）」
の
詞
章
は
幸
若
流
（
註
1
）、
一
方
、
同

「
敦
盛
（
下
）」
の
詞
章
は
大
頭
流
（
註
8
）
で
あ
っ
た
。
同
一
セ
ッ
ト
の
な
か

で
曲
に
よ
る
詞
章
の
系
統
違
い
と
い
っ
た
問
題
は
い
か
に
解
釈
す
べ
き
な
の
だ

ろ
う
か
。
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
関
係
作
例
の
存
在
等
と
あ
わ
せ
大
方
よ
り
の

ご
教
示
を
ま
ち
た
い
。

註1	

大
美
本
「
八
島
」（
下
）
の
詞
章
は
「
源
平
鳴
り
を
静
め
て
名
字
、
名
乗
を
た
し
か
に

聞
く
。
…
」
で
始
ま
る
。
麻
原
美
子
、
北
原
保
雄
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
五

九 

舞
の
本
』
所
収
「
八
島
」、
四
一
五
頁
三
行
目
。

	

な
お
別
掲
〈
表
1
〉
の
よ
う
に
、
大
美
本
「
八
島
」
の
詞
章
は
幸
若
流
に
分
類
さ
れ

る
「
京
大
一
本
」
に
ご
く
近
い
。
京
大
一
本
、
内
閣
文
庫
本
、
寛
永
整
版
の
詞
章
は
、

そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
翻
刻
を
参
照
し
た
。

	

（
京
一
）
松
本
孝
三
「
八
嶌
」、『
幸
若
舞
曲
研
究 

第
四
巻
』
所
収
「
資
料
編
」、
三
弥

井
書
店
、
昭
和
六
十
一
年
。

	

（
内
閣
）
浅
野
英
雄
「
八
嶋
」、『
幸
若
舞
曲
研
究 

第
九
巻
』
所
収
「
注
釈
篇
」、
三
弥

井
書
店
、
平
成
八
年
。

	

（
寛
永
）
上
掲
・
麻
原
、
北
原
校
注
『
同
書
』
所
収
「
八
島
」。

2	

こ
こ
で
列
記
し
た
作
例
の
ほ
か
さ
ら
に
、
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
本
（
三
巻
）、

甲
子
園
学
院
美
術
資
料
館
（
久
米
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
本
（
二
巻
）
の
存
在
が

知
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
諸
本
が
総
覧
で
き

る
。

	

小
林
健
二
①
「『
舞
の
本
絵
巻
』
の
制
作
を
め
ぐ
る
諸
問
題

－

付
、
幸
若
舞
曲
の
絵
入

り
本
一
覧
稿
（
増
補
改
訂
）」、『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
文
学
研
究
篇
』
第
四
十
三

号
、
平
成
二
十
九
年
。
同
②
「
幸
若
舞
曲
の
絵
入
り
本
一
覧 

序
言
」、『
絵
解
く 

戦

国
の
芸
能
と
絵
画
―
描
か
れ
た
語
り
物
の
世
界
』
所
収
、
三
弥
井
書
店
、
令
和
二
年
。

	

な
お
、
寛
永
整
版
は
絵
の
な
い
古
活
字
版
の
詞
章
を
覆
刻
し
、
絵
入
り
の
古
活
字
版

の
挿
絵
を
統
合
再
編
し
て
寛
永
年
間
初
め
に
成
立
し
た
と
さ
れ
、
人
気
の
曲
は
そ
の

後
に
新
刻
本
も
刊
行
さ
れ
た
。
麻
原
美
子
『
幸
若
舞
曲
考
』、
新
典
社
、
昭
和
五
十

五
年
。
小
林
健
二
③
『
中
世
劇
文
学
の
研
究
―
能
と
幸
若
舞
曲
―
』
所
収
「
第
四
篇　

幸
若
舞
曲
―
絵
画
的
展
開
」、
三
弥
井
書
店
、
平
成
十
三
年
。

3	

泉
万
里
「
幸
若
舞
曲
「
八
島
」
と
そ
の
絵
画
」、『
大
和
文
華
』
一
一
三
号
、
平
成
十

七
年
。
そ
の
他
諸
本
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
な
お
後
出
〈
表
2
〉
に
お
け
る
挿

絵
の
数
え
方
に
つ
い
て
も
こ
れ
ら
文
献
の
な
か
で
の
表
記
に
従
っ
た
。

	

（
1
）
大
和
文
華
館
本

	

　

�

宮
崎
も
も
「
忠
信
次
信
物
語
絵
巻
（
八
島
絵
巻
）」、『
国
華
』
一
四
三
四
号
、
平
成

二
十
七
年
。
徳
江
元
正
「『
嗣
信
物
語
・
忠
信
物
語
』
解
説
」、『
大
和
文
華
』
六
六

号
、
昭
和
五
十
五
年
。
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（
2
）
ス
ペ
ン
サ
ー
本

	

　

�『
在
外
奈
良
絵
本
』・
グ
ラ
ビ
ア
№
10
「
屋
島
尼
公
物
語
」（
解
説
二
一
・
二
二
）、

角
川
書
店
、
昭
和
五
十
六
年
。

	
　

�https://digitalcollections.nypl.org/search/index?utf8=%
E2%

9C%
93&

k
eyw

ords=yashim
a#

（
上
巻
の
み
）

	

（
4
）
個
人
蔵
本　

上
掲　

泉
「
同
論
文
」

	

（
5
）
広
島
・
某
寺
本

	

　

�

五
條
小
枝
子
①
「
奈
良
絵
本
『
や
し
ま
』（
仮
題
）
考
―
画
図
の
展
開
を
中
心
と
し

て
―
」、『
広
島
女
子
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
新
輯
第
一
号
、
平
成
七
年
。
同

②
「
奈
良
絵
本
『
や
し
ま
』（
仮
題
）
―
解
題
な
ら
び
に
翻
刻
―
」、『
広
島
女
子
大

学
文
学
部
紀
要
』
第
二
八
号
、
平
成
五
年
。

	

（
6
）
屋
島
寺
本

	

　

�

麻
原
美
子
「
在
外
「
舞
の
本
」
を
め
ぐ
っ
て
」、『
日
本
女
子
大
学
紀
要
』
三
三
号
、

昭
和
五
九
年
。『
特
別
展 

源
平
合
戦
と
そ
の
時
代
』・
図
版
№
56
「
屋
島
物
語
絵

巻
」、
香
川
県
歴
史
博
物
館
、
平
成
十
五
年
。

	

（
7
）
海
杜
本
（「
舞
の
本
絵
本
」
の
う
ち
）

	

　

�『
特
別
展 

幸
若
舞
曲
と
絵
画
―
武
将
が
愛
し
た
英
雄
た
ち
』・
図
版
№
Ⅰ

－

26
、
海

の
見
え
る
杜
美
術
館
、
平
成
三
十
一
年
。

	

（
8
）
国
会
図
書
館
本
（『
八
嶋
』）

	

　

�https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1288494
	

（
9
）
広
大
本
（「
や
し
ま
の
さ
う
し
」）

	

　

�http://opac.lib.hiroshim
a-u.ac.jp/portal/dc/kyodo/naraehon/

research/25/
	

（
10
）
ボ
ド
リ
ア
ン
本

	

　

�

辻
英
子
編
著
『
在
外
日
本
重
要
絵
巻
撰
・
影
印
編
／
研
究
編
』
所
収
『
や
し
ま
』、

笠
間
書
院
、
平
成
二
十
六
年
。

	

〇
古
活
字
版
（
龍
門
文
庫
本
）

	

　

�

前
掲
註
（
2
）
小
林
③
『
同
書
』、
上
掲
・
泉
「
同
論
文
」、
上
掲
（
5
）
広
島
・

某
寺
本
の
五
條
①
「
同
論
文
」。

	

〇
寛
永
整
版
（
東
大
附
属
図
書
館
・
霞
亭
文
庫
本
）

	

　

�http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/gazo.
cgi?no=92&

top=1
	

〇
藤
屋
伊
兵
衛
版
（
国
立
国
会
図
書
館
本
）

	

　

�https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2539669

4	

前
掲
註
（
3
）「（
1
）
大
和
文
華
本
」
の
宮
崎
「
同
論
文
」。

5	

こ
の
挿
絵
場
面
は
、
海
と
浜
、
平
家
方
と
源
氏
方
の
位
置
を
左
右
逆
転
さ
せ
る

（
10
）
ボ
ド
リ
ア
ン
本
、
能
登
殿
と
義
経
の
対
峙
を
ズ
ー
ム
し
た
構
図
を
創
案
す
る
藤

屋
伊
兵
衛
版
な
ど
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

6	

泉
氏
、
宮
崎
氏
そ
れ
ぞ
れ
の
図
様
対
照
表
で
は
、（
1
）
大
和
文
華
館
本
、（
2
）
ス

ペ
ン
サ
ー
本
に
は
挿
絵
場
面
2
「
次
信
、
能
登
殿
の
矢
に
射
ら
れ
て
落
馬
」
の
場
面

は
「
な
し
」
と
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
が
、
両
本
に
は
弓
を
射
た
能
登
殿
と
落
馬
す
る

次
信
が
同
一
画
面
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
挿
絵
が
挿
入
さ
れ
る
前
後
の
詞
章
は

（
3
）
大
美
本
の
詞
章
冒
頭
に
近
い
、
ま
だ
義
経
が
名
字
名
乗
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
、

能
登
殿
が
弓
を
射
る
前
で
あ
る
。
そ
の
後
さ
ら
に
時
間
経
過
し
た
出
来
事
で
あ
る
挿

絵
場
面
D
「
船
よ
り
出
た
菊
王
丸
を
忠
信
が
射
る
」
の
み
の
図
と
解
釈
す
る
よ
り
も
、

両
場
面
の
異
時
同
図
と
解
釈
し
た
い
。

7	

大
美
本
「
八
島
」
の
【
図
5
】・【
図
10
】
に
繰
り
返
さ
れ
る
朝
顔
は
、
物
語
空
間
に

漂
う
無
常
や
は
か
な
さ
を
象
徴
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
持
つ
表
現
と
も
考
え
ら
れ
る
。

小
林
健
二
氏
は
、
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵
「
舞
の
本
絵
本
」（
本
論
で
列
記
し
た

「
八
島
」
の
諸
本
中
（
7
）
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
本
）
の
な
か
の
「
満
仲
」
の
一
場

面
を
版
本
挿
絵
と
比
較
し
て
、
庭
の
籬
に
朝
顔
が
盛
ん
に
描
く
様
子
を
描
写
し
た
絵

師
の
創
意
を
指
摘
し
て
い
る
。
前
掲
註
（
2
）
小
林
①
参
照
。

8	

大
美
本
「
敦
盛
」（
下
）
の
詞
章
は
「
平
家
は
、
元
暦
元
年
二
月
七
日
に
一
の
谷
を
落

ち
、
…
」
で
始
ま
る
。
麻
原
美
子
、
北
原
保
雄
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
五
九 

舞
の
本
』（
岩
波
書
店
、
平
成
六
年
）
所
収
「
敦
盛
」、
二
二
一
頁
一
行
目
。

9	

こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
諸
本
の
総
覧
は
、
前
掲
註
（
2
）
小
林
①
②
「
同
論

文
」
参
照
。

10	

問
屋
真
一
「
絵
入
り
幸
若
舞
曲
『
敦
盛
』
に
つ
い
て
―
新
出
の
須
磨
寺
本
絵
巻
を
中

心
に
―
」、『
神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
三
十
二
号
、
平
成
二
十
八
年
。
そ
の

他
諸
本
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

	

（
1
）
歴
彩
館
本

	

　

�http://w
w
w
.archives.kyoto.jp/w

ebsearchpe/detail?cls=
152_old_

books_catalog&
pkey=0000000169

	
（
3
）
内
藤
く
す
り
博
本

	

　

�http://w
w
w
.eisai.co.jp/m

useum
/inform

ation/facility/archive/49927/
thum

bnail01.htm
l

	

（
5
）
聖
徳
大
本

	

　

前
掲
注
（
3
）
辻
『
同
書
』
所
収
『
敦
盛
』。
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（
6
）
海
杜
本
（「
舞
の
本
絵
本
」
の
う
ち
）

	
　

�『
特
別
展 

幸
若
舞
曲
と
絵
画
―
武
将
が
愛
し
た
英
雄
た
ち
』・
図
版
№
Ⅰ

－

13
、
海

の
見
え
る
杜
美
術
館
、
平
成
三
十
一
年
。

	
（
7
）
ホ
ノ
ル
ル
本

	

　

上
：�https://art.honolulum

useum
.org/objects/28897/nara-ehon-

atsum
ori-jo?ctx=cdaa01f5-bab4-462e-860c-a0816f6ac04b&

idx=5
	

　

下
：�https://art.honolulum

useum
.org/objects/52909/nara-ehon-

atsum
ori-ge?ctx=cdaa01f5-bab4-462e-860c-a0816f6ac04b&

idx=7
	

　

�

恋
田
知
子
「
江
戸
前
期
の
幸
若
舞
曲
絵
巻
・
絵
本
の
制
作

－

「
大
織
冠
」
と
「
敦

盛
」
を
例
と
し
て

－

」、『
絵
解
く 

戦
国
の
芸
能
と
絵
画
―
描
か
れ
た
語
り
物
の
世

界
』
所
収
、
三
弥
井
書
店
、
令
和
二
年
。

	

〇
寛
永
整
版
（
東
大
附
属
図
書
館
・
霞
亭
文
庫
本
『
敦
盛
』）

	

　

�http://kateibunko.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/katei/cgi-bin/gazo.
cgi?no=61&

top=1
	

〇
承
応
三
年
版
（
国
会
図
書
館
本
『
敦
盛
』）

	

　

�

原
本
代
替
請
求
記
号
Y
D

－

古

－

6
5
2
3
（
マ
イ
ク
ロ
）

	

〇
本
問
屋
版
（
国
会
図
書
館
本
『
敦
盛
2
巻
』）

	

　

https://w
w
w
.dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2539634

11	

（
7
）
ホ
ノ
ル
ル
本
、
明
暦
四
年
版
本
で
は
、
こ
の
場
面
に
関
し
て
新
た
な
図
様
を
展

開
し
て
お
り
、
狭
義
の
寛
永
整
版
系
諸
本
と
は
挿
絵
制
作
の
構
想
に
変
質
が
う
か
が

わ
れ
る
。（
7
）
ホ
ノ
ル
ル
本
の
挿
絵
に
つ
い
て
は
前
掲
註
（
10
）「（
7
）
ホ
ノ
ル
ル

本
」
の
恋
田
「
同
論
文
」、
明
暦
四
年
版
本
の
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
宮
腰
直
人
「
舞
の

本
『
敦
盛
』
挿
絵
考

－

明
暦
版
と
本
問
屋
版
を
中
心
に
し
て

－

」（『
文
化
現
象
と
し

て
の
源
平
盛
衰
記
』
所
収
、
笠
間
書
院
、
平
成
二
十
七
年
）
の
考
察
が
あ
る
。

12	

前
節
で
述
べ
た
「
八
島
」
に
は
寛
永
整
版
の
挿
絵
の
直
接
的
源
泉
と
な
る
古
活
字
版

が
存
在
す
る
が
、「
敦
盛
」
に
つ
い
て
は
水
谷
不
倒
『
古
版
小
説
挿
絵
史
』
に
存
在
が

言
及
さ
れ
る
の
み
で
再
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
前
掲
註
（
2
）
小
林
①
②
「
同
論
文
」、

③
『
同
書
』
参
照
。

№
諸
本

詞
章

1
大
美

お
な
し
け
の
三
ま
い
か
ふ
と
に
、
た
つ
か
し
ら
す
へ
た
る
を
、
い
く
ひ
に
め
さ
れ
、

京
一

同
け
の
三
枚
甲
に
。
た
つ
か
し
ら
す
へ
た
る
を
猪
く
び
に
め
さ
れ
。

内
閣

同
し
毛
の
五
枚
甲
に
く
わ
か
た
う
つ
て
た
つ
か
し
ら
す
へ
た
る
を
、
猪
く
び
に
め
さ
れ

寛
永
整
版

同
じ
毛
の
袖
、
五
枚
甲
に
鍬
形
打
つ
て
竜
頭
据
へ
た
る
を
、
猪
首
に
召
さ
れ
、

2
大
美

は
う
く
わ
ん
は
、
な
を
か
た
つ
て
き
か
せ
よ
か
し
と
お
ほ
し
め
し
、

京
一

判
官
は
猶
も
か
た
つ
て
き
か
せ
よ
か
し
と
を
ほ
し
め
し
。

内
閣

判
官
、
不
便
に
お
ほ
し
め
し
、「
猶
も
か
た
つ
て
き
か
せ
よ
か
し
」
と
お
ほ
し
め
し
、

寛
永
整
版

判
官
、
聞
召
さ
れ
て
、「
猶
も
末
を
語
っ
て
聞
か
せ
よ
」
と
思
し
召
し
、

3
大
美

お
と
ゝ
の
た
ゝ
の
ふ
こ
の
よ
し
を
見
る
よ
り
も
、
い
や
〳
〵
あ
に
の
く
ひ
を
へ
い
け
か

た
へ
わ
た
し
て
は
、
あ
し
か
り
な
ん
と
お
も
ひ
、

京
一

お
と
〳
〵
の
忠
信
此
よ
し
を
見
る
よ
り
も
。
い
や
〳
〵
兄
の
く
ひ
を
。
平
家
か
た
へ
わ

た
し
て
は
。
悪
り
南
と
思
ひ
。

内
閣

忠
信
、
此
由
見
る
よ
り
も
、
兄
の
く
ひ
を
平
家
方
へ
渡
し
て
は
あ
し
か
り
な
ん
と
存
し
、

寛
永
整
版

忠
信
、
こ
の
由
見
る
よ
り
も
、「
兄
の
首
平
家
方
へ
渡
し
て
は
、
弓
矢
の
恥
辱
ぞ
」
と

思
ひ
、

4
大
美

は
う
く
わ
ん
、
む
さ
し
を
め
さ
れ
、
此
辺
に
あ
ふ
し
う
の
た
ゝ
の
ふ
や
あ
る
、
く
し
て

ま
い
れ
、
と
あ
り
け
れ
は
、
む
さ
し
う
け
た
ま
は
り
、
お
つ
と
こ
た
へ
て
御
前
を
た
つ
、

京
一

判
官
む
さ
し
を
め
さ
れ
。
此
邊
に
あ
ふ
し
う
の
忠
信
や
あ
る
ぐ
し
て
ま
い
れ
。
武
蔵
承

り
。
を
つ
と
こ
た
え
へ
て
を
ま
へ
お
た
ち
。

内
閣

判
官
、
武
蔵
を
め
さ
れ
、『
奥
州
の
忠
信
は
い
つ
く
に
あ
る
そ
。
く
し
て
参
れ
』、『
承

る
』
と
申
て
、
御
前
を
ま
か
り
立
、

寛
永
整
版

判
官
、
武
蔵
を
召
さ
れ
、「
奥
州
の
忠
信
は
、
い
づ
く
に
あ
る
ぞ
。
具
し
て
参
れ
」。
弁

慶
承
て
、
御
前
を
罷
り
立
ち
、

5
大
美

た
ヽ
の
ふ
す
る
〳
〵
と
よ
つ
て
、
御
て
は
大
事
に
ま
し
ま
す
か
、
心
は
何
と
ま
し
ま
す

そ
、
い
か
に
〳
〵
と
申
と
き
、

京
一

忠
信
、
す
る
〳
〵
と
よ
つ
て
。
御
手
は
大
事
に
ま
し
ま
す
か
。
心
は
何
と
ま
し
ま
す

ぞ
。
い
か
に
〳
〵
と
申
時
。

内
閣

忠
信
す
る
〳
〵
と
よ
つ
て
、『
い
か
に
嗣
信
、
心
は
何
と
ま
し
ま
す
そ
。
御
手
は
大
事

に
候
か
。
い
か
に
、
〳
〵
』
と
申
す
。

寛
永
整
版

忠
信
あ
ま
り
の
う
れ
し
さ
に
、
す
る
〳
〵
と
走
り
寄
り
、「
御
手
は
大
事
に
ま
し
ま
す

か
。
心
は
何
と
御
入
候
ぞ
」。

6
大
美

か
ま
く
ら
の
こ
ん
五
ろ
か
け
ま
さ
は
、
と
り
の
う
み
の
弥
三
郎
に
ゆ
ん
て
の
ま
な
こ
を

い
さ
せ
、
そ
の
や
を
ぬ
か
て
お
り
か
け
三
日
も
ち
て
ま
は
り
、

京
一

か
ま
倉
の
ご
ん
五
郎
景
當
は
。
鳥
海
の
弥
三
郎
に
。
弓
手
の
眼
を
ゐ
さ
せ
。
其
矢
を
ぬ

か
で
お
り
か
け
。
三
日
も
ち
て
ま
は
り
。

内
閣

か
ま
く
ら
の
権
五
郎
景
正
は
、
と
り
の
う
み
の
弥
三
郎
に
ゐ
ら
れ
、
其
矢
を
ぬ
か
て
お

り
か
け
、
三
日
も
ち
て
ま
は
り
、

寛
永
整
版

鎌
倉
の
権
五
郎
景
政
は
、
厨
河
の
城
に
て
、
鳥
の
海
の
弥
三
郎
に
弓
手
の
眼
を
射
さ

せ
、
其
矢
を
抜
か
で
折
り
懸
け
、
三
日
三
夜
持
っ
て
廻
り
、
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※
ｗ
は
見
開
き

№

挿
絵
場
面

1　

大
和
文
華
館
本

2　

ス
ペ
ン
サ
ー
本

3　

大
美
本

4　

個
人
蔵
本

5　

広
島
・
某
寺
本

6　

屋
島
寺
本

7　

海
杜
本

8　

国
会
図
書
館
本

9　

広
大
本

10　

ボ
ド
リ
ア
ン
本

古
活
字
版

寛
永
整
版

藤
屋
伊
兵
衛
版

A
能
登
殿
と
義
経
が
名
乗
を
交
わ
す

（
下
）

第
一
図�

W

（
下
）

第
一
図

　
　

海
・
浜
が
逆

第
三
図�

W

B
次
信
、
能
登
殿
の
矢
に
射
ら
れ
て
落
馬

（
上
）

第
一
五
・
一
六
図�

W

　
　

異
時
同
図

　
　

弓
手
に
落
馬

（
下
）

第
一
図

　
　

異
時
同
図

　
　

弓
手
に
落
馬

第
三
図�

W

　
　

異
時
同
図

　
　

弓
手
に
落
馬

　
　

堂
や
松
な
し

第
七
図�

W

第
八
図

（
下
）

第
一
六
図�

W

第
一
七
図

第
九
図�

W
（
上
）

第
六
図�

W

　
　

海
・
浜
が
逆

（
三
）

第
一
図�

W
（
下
）

第
一
図�

W

第
六
図�

W
第
六
図�

W

C
話
を
聞
い
て
涙
に
く
れ
る
尼
公
と
嫁

た
ち

第
二
図

　
　

悲
嘆
の
仕
草
な
し

第
七
図

D
船
よ
り
出
た
菊
王
丸
を
忠
信
が
射
る
第
一
五
・
一
六
図�

W

　
　

異
時
同
図

第
一
図

　
　

異
時
同
図

第
三
図�

W

　
　

異
時
同
図

　
　

堂
や
松
な
し

第
一
〇
図

第
二
図�

W

E
能
登
殿
、
菊
王
丸
を
船
に
投
げ
入
れ
る

第
九
図�

W

第
一
〇
図

第
一
八
図�

W

第
一
九
図

第
一
一
図

（
下
）

第
一
図�

W

　
　

海
・
浜
が
逆
第
二
図�

W

第
二
図

　
　

海
・
浜
が
逆

第
八
図�

W
第
七
図�

W

F
弁
慶
が
平
家
方
へ
押
し
出
し
奮
闘
す
る

第
四
図

第
二
〇
図�

W

（
左
丁
欠
）

第
一
二
図

第
一
三
図
W
か
？

第
三
図

G
義
経
、
次
信
の
捜
索
を
命
じ
る

第
一
一
図

第
一
四
図

第
九
図

H
忠
信
と
共
の
者
、
次
信
を
捜
索
し
、

重
症
の
次
信
を
発
見

（
下
）

第
一
七
図

第
一
八
図

第
二
図

第
三
図

第
一
二
図

第
二
一
図�

W

第
二
二
図

第
一
五
図

第
一
〇
図

第
四
図�

W

I
次
信
を
戸
板
に
乗
せ
て
義
経
の
も
と

へ
運
ぶ

第
一
九
図

第
二
〇
図

第
四
図

第
一
三
図

第
二
三
図

第
一
六
図

第
二
図

（
四
）

第
一
図

第
三
図

第
四
図

第
一
一
図

第
八
図

J
義
経
ら
に
見
守
ら
れ
つ
つ
、
次
信
亡

く
な
る

第
二
一
図

　
　

戸
板
に
寝
る

第
五
図

　
　

屋
外
で
陣
幕
あ
り

　
　

戸
板
に
寝
る

第
五
図

　
　

屋
外

　
　

戸
板
に
寝
る

第
一
四
図

第
二
四
図

第
一
七
図

第
三
図

　
　

屋
外
で
陣
幕

　
　

戸
板
に
寝
る
第
二
図

第
四
図

第
五
図

　
　

屋
外
で
陣
幕

　
　

戸
板
に
寝
る

第
一
二
図

第
九
図

K
次
信
の
埋
葬

第
一
五
図

　

欠
？

第
一
八
図

第
四
図

　
　

�

太
夫
黒
を
囲

ん
で
悲
嘆

第
三
図

第
五
図

第
一
三
図

第
一
〇
図

L
弁
慶
、
悲
し
む
尼
公
に
形
見
を
渡
す
第
二
二
・
二
三
図�

W

　
　

形
見
渡
し
な
し

第
六
図

　
　

形
見
渡
し
な
し

第
六
図

　
　

形
見
渡
し
な
し

第
一
六
図

　

欠
？

第
五
図�

W
第
四
図

第
六
図

欠
？

第
一
一
図

M
関
所

第
二
四
図

第
六
図

　

欠
？

欠
？

N
平
泉
の
邸
に
お
け
る
義
経
・
弁
慶
た
ち
第
二
五
・
二
六
図�

W
第
六
図

第
七
図

　
　

義
経
と
二
婦
人

　

欠
？

欠
？
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※
ｗ
は
見
開
き

№

挿
絵
場
面

1　

大
和
文
華
館
本

2　

ス
ペ
ン
サ
ー
本

3　

大
美
本

4　

個
人
蔵
本

5　

広
島
・
某
寺
本

6　

屋
島
寺
本

7　

海
杜
本

8　

国
会
図
書
館
本

9　

広
大
本

10　

ボ
ド
リ
ア
ン
本

古
活
字
版

寛
永
整
版

藤
屋
伊
兵
衛
版

A
能
登
殿
と
義
経
が
名
乗
を
交
わ
す

（
下
）

第
一
図�

W

（
下
）

第
一
図

　
　

海
・
浜
が
逆

第
三
図�

W

B
次
信
、
能
登
殿
の
矢
に
射
ら
れ
て
落
馬

（
上
）

第
一
五
・
一
六
図�

W

　
　

異
時
同
図

　
　

弓
手
に
落
馬

（
下
）

第
一
図

　
　

異
時
同
図

　
　

弓
手
に
落
馬

第
三
図�

W

　
　

異
時
同
図

　
　

弓
手
に
落
馬

　
　

堂
や
松
な
し

第
七
図�

W

第
八
図

（
下
）

第
一
六
図�

W

第
一
七
図

第
九
図�

W
（
上
）

第
六
図�

W

　
　

海
・
浜
が
逆

（
三
）

第
一
図�

W
（
下
）

第
一
図�

W

第
六
図�

W
第
六
図�

W

C
話
を
聞
い
て
涙
に
く
れ
る
尼
公
と
嫁

た
ち

第
二
図

　
　

悲
嘆
の
仕
草
な
し

第
七
図

D
船
よ
り
出
た
菊
王
丸
を
忠
信
が
射
る
第
一
五
・
一
六
図�

W

　
　

異
時
同
図

第
一
図

　
　

異
時
同
図

第
三
図�

W

　
　

異
時
同
図

　
　

堂
や
松
な
し

第
一
〇
図

第
二
図�

W

E
能
登
殿
、
菊
王
丸
を
船
に
投
げ
入
れ
る

第
九
図�

W

第
一
〇
図

第
一
八
図�

W

第
一
九
図

第
一
一
図

（
下
）

第
一
図�

W

　
　

海
・
浜
が
逆
第
二
図�

W

第
二
図

　
　

海
・
浜
が
逆

第
八
図�

W
第
七
図�

W

F
弁
慶
が
平
家
方
へ
押
し
出
し
奮
闘
す
る

第
四
図

第
二
〇
図�

W

（
左
丁
欠
）

第
一
二
図

第
一
三
図
W
か
？

第
三
図

G
義
経
、
次
信
の
捜
索
を
命
じ
る

第
一
一
図

第
一
四
図

第
九
図

H
忠
信
と
共
の
者
、
次
信
を
捜
索
し
、

重
症
の
次
信
を
発
見

（
下
）

第
一
七
図

第
一
八
図

第
二
図

第
三
図

第
一
二
図

第
二
一
図�

W

第
二
二
図

第
一
五
図

第
一
〇
図

第
四
図�

W

I
次
信
を
戸
板
に
乗
せ
て
義
経
の
も
と

へ
運
ぶ

第
一
九
図

第
二
〇
図

第
四
図

第
一
三
図

第
二
三
図

第
一
六
図

第
二
図

（
四
）

第
一
図

第
三
図

第
四
図

第
一
一
図

第
八
図

J
義
経
ら
に
見
守
ら
れ
つ
つ
、
次
信
亡

く
な
る

第
二
一
図

　
　

戸
板
に
寝
る

第
五
図

　
　

屋
外
で
陣
幕
あ
り

　
　

戸
板
に
寝
る

第
五
図

　
　

屋
外

　
　

戸
板
に
寝
る

第
一
四
図

第
二
四
図

第
一
七
図

第
三
図

　
　

屋
外
で
陣
幕

　
　

戸
板
に
寝
る
第
二
図

第
四
図

第
五
図

　
　

屋
外
で
陣
幕

　
　

戸
板
に
寝
る

第
一
二
図

第
九
図

K
次
信
の
埋
葬

第
一
五
図

　

欠
？

第
一
八
図

第
四
図

　
　

�

太
夫
黒
を
囲

ん
で
悲
嘆

第
三
図

第
五
図

第
一
三
図

第
一
〇
図

L
弁
慶
、
悲
し
む
尼
公
に
形
見
を
渡
す
第
二
二
・
二
三
図�

W

　
　

形
見
渡
し
な
し

第
六
図

　
　

形
見
渡
し
な
し

第
六
図

　
　

形
見
渡
し
な
し

第
一
六
図

　

欠
？

第
五
図�

W
第
四
図

第
六
図

欠
？

第
一
一
図

M
関
所

第
二
四
図

第
六
図

　

欠
？

欠
？

N
平
泉
の
邸
に
お
け
る
義
経
・
弁
慶
た
ち
第
二
五
・
二
六
図�

W
第
六
図

第
七
図

　
　

義
経
と
二
婦
人

　

欠
？

欠
？

※　

W
は
見
開
き

　
　

オ
は
帖
の
表

　
　

ウ
は
帖
の
裏

№

挿
絵
場
面

1　

歴
彩
館
本

2　

須
磨
寺
本

3　

内
藤
く
す
り
博
本

4　

大
美
本

5　

聖
徳
大
本

6　

海
杜
本

7　

ホ
ノ
ル
ル
本

寛
永
整
版

明
暦
四
年
版

本
問
屋
版

K
敦
盛
の
首
実
検

（
上
）

第
六
図

（
上
）

第
六
図

（
上
）

第
六
図�

W

（
上
）

第
六
図

（
下
）

第
一
図

第
六
図

L
書
状
を
た
く
す
直
実

第
七
図

★
敦
盛
の
遺
骸
が
届
く

（
下
）

第
一
図

第
二
図

（
下
）

第
三
図

M
屋
島
に
上
陸
す
る
平
氏

（
下
）

第
一
図

　
　

右
丁
欠
か
？

N
敦
盛
の
遺
骸
に
涙
ぐ
む
平
氏

第
二
図

（
下
）

第
一
図

（
下
）

第
一
図

第
三
図

※�

使
い
の
舟
に
乗
っ

た
と
こ
ろ

第
七
図

O
直
実
の
書
状
に
感
涙
す
る
平
氏

（
下
）

第
一
図�

W
第
二
図

第
三
図

第
二
図

第
二
図

第
四
図

第
八
図

（
下
）

第
三
図�

W

P
敦
盛
の
首
を
盗
む
直
実

第
四
図

第
三
図

第
三
図

第
五
図

第
九
図

Q
法
然
に
つ
い
て
出
家
す
る
直
実

第
二
図�

オ
ウ
第
三
図

第
五
図

第
四
図

第
四
図

第
六
図

第
一
〇
図

第
四
図

第
四
図

R
清
水
寺
で
敦
盛
を
回
向
す
る
直
実

第
三
図�

W
第
四
図�

W

第
五
図

S
天
王
寺
で
敦
盛
を
回
向
す
る
直
実

第
四
図�

W
第
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図 3 図 2 図 1

図 4　八島（下）第一図 図 4　八島（下）第一図

図 5　八島（下）第二図
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図 6　八島（下）第三図 図 6　八島（下）第三図

図 7　八島（下）第四図

図 8　八島（下）第五図
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図 9　八島（下）第六図

図10　八島（下）第七図

図11図12

─ 38 ─



図13　敦盛（下）第一図

図14　敦盛（下）第二図

図15　敦盛（下）第三図
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図16　敦盛（下）第四図

図17　敦盛（下）第五図

図18　敦盛（下）第六図
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図19　敦盛（下）第七図
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